
数値 数値

366件

57件

数値 数値

63% 1人

52%

数値 数値

4件

フラッグ１「つながり」～一人ひとりに役割と居場所があるまち～

担当部署

人事課

取組の概要 H26年度の取組内容

3 知識と経験をまちづくりに生かす職員の育成（職員から市長への直接提案制度の創設）

慣例にとらわれず自由な発想を持って知識や経験をまちづくりに生かせるよう、
市長に直接提案する機会を確保し、職員の知識と経験の活用を図ります。

職員から市政全般に関する提案書を市長に直接提出する職員提案制度により、職員から
市長に提案が提出されました。

Ｈ27年度

2

職員からあいさつがあったと答えた割合 若手経営者等育成塾参加者
実施 継続 継続 継続

実施 継続 継続 継続

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

職員が笑顔で対応したと答えた割合

担当部署

情報課

新しいまちづくり行程表　進行管理表（平成27年3月31日現在）

年次計画

市民の意見をより行政機能に反映させ、個々の取組を通じて行政運営に参加し
ていただくため、今まで以上に市民の声を聞く機会をつくります。

取組の概要

担当部署

人事課

取組の概要 H26年度の取組内容

あいさつ運動や民間企業への派遣研修などを通して、職員の接遇力の向上を図
ります。

・職員の接遇について、窓口アンケートを通年で実施しています。
・毎月第3金曜日に開催される民間企業主催の若手経営者等育成塾に参加しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

1 広聴機能の強化

あいさつ・笑顔・丁寧な言葉使い・傾聴・相手の目を見る職員の育成

H26年度の取組内容

現在の状況

継続

H26年度の取組成果

項目 項目

ご意見箱受付件数
提案募集（ハガキ）受付件数

・市役所始め7箇所に設置した市政ご意見箱及び市ＨＰご意見箱にて意見・要望等受付けし、各課か
らの回答の取りまとめを行いました。
・平成25年7月から、新たに市長への提案ハガキ「一平さんへひとこと！」を市内29箇所に設置し、市
ホームページ内にも投稿フォームを設け、より多くのアイデア・提案募集を始めました。

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

提案件数
準備・実施 継続 継続 継続

1



数値 数値

約70人

数値 数値

9,000千円

数値 数値

49件

14ページ

取組の概要 H26年度の取組内容

広報ながくての企画・取材・執筆・編集などを行う市民記者を選任し、市民目線
の広報をつくります。

・平成25年度の17名の記者による活動実績を踏まえ、より参加しやすく、活動しやすくなる
よう要綱等の一部を改正しました。
・平成26年度は10名の方が記者として登録し、随時記事を投稿してもらい、広報紙でも毎
月紹介記事の掲載を行っています。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

実施 継続 継続 継続
市民記者ＨＰ掲載記事数

広報紙記事紹介ページ数

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

5 コミュニティ活動補助金制度の創設
担当部署

たつせがある課

取組の概要

地域の中核としての自治組織を育成し、地域の様々な団体とともに地域全体で
様々な活動に対して補助を行い、地域における住民の活躍の場を創出します。

・5つの自治会連合会及び４つの区会へ総額9,000千円を交付しました。
・主な支出内容は、夏祭り事業費、広報活動費、防災講演会事業費、防災組織活動費、防
災備品購入費などです。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

実施 継続 継続 継続
コミュニティ活動事業費補助金

H26年度の取組内容

住民自治や住民と行政の協働をさらに促進するにあたり、住民自治・協働に関
する基本的な方針等を定めるため、（仮称）自治基本条例を定め、条例に基づく
各施策を進めます。

市民のみなさんと「長久手らしい自治のあり方や、まちの将来像などをじっくり考える「地域自治のま
ちづくりを考えるシンポジウム～長久手らしい自治の姿とは～」を開催しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

実施 継続 継続 継続
シンポジウム参加者

4 （仮称）自治基本条例の制定・各施策の推進
担当部署

経営管理課

取組の概要

6

Ｈ24年度 Ｈ25年度

H26年度の取組内容

Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

広報市民記者の活用
担当部署

情報課

2



数値 数値

5回 2回(3人披露）

2回(2人受入）

数値 数値

数値 数値

5回

13人

9 市民主導型市民まつりの実施
担当部署

産業緑地課

取組の概要

行政主導で実施してきた市民まつりを、市民が主体となって実行委員会を組織
し、まつり全体の企画・運営を行い、市民交流と産業の発展・向上を図ります。

市民などから構成される実行委員会を5回開催し、11月9日にながくて市民まつりを開催し
ました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

実施 継続 継続 継続
実行委員会開催数

実行委員会委員数

7 大学連携の推進
担当部署

たつせがある課

取組の概要 H26年度の取組内容

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

実施 継続 継続 継続
大学連携推進協議会等開催

市長秘書インターンシップ

大学連携推進協議会において、大学・市民・行政の連携を発展・深める施策について協議し、事業を
実施しています。

市内4大学との包括的な連携協定後の組織的な連携を強化するため、大学連携
推進協議会を創設し、連携拠点を整備し、拠点での活動を中心に大学及び学生
をまちづくりに生かす仕組みづくりを進めます。

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

文化芸術に関する市長賞授与作品等披露

H26年度の取組内容

8 まちづくり協議会の設立
担当部署

たつせがある課

取組の概要 H26年度の取組内容

地域が主体性を持って、地域特有の課題に取り組むことができる地域コミュニ
ティを構築するため、自治会のほか、地域に根ざした子ども会やシニアクラブ、
企業、機能別のNPO、各種活動団体などの団体をネットワーク化したまちづくり
協議会の設立を目指します。

・西小校区及び市が洞小校区の２校区をモデル地区とし、まちづくり協議会設立準備委員会の設置
に向けて検討しています。
・具体的には、組織体制や規約、事業計画、予算案などを検討します。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

準備
項目 項目

準備 準備・実施

3



数値 数値

48人 54人

36人

数値 数値

約120人 54人

21人 3回

数値 数値
556,067千円 407,400千円

取組の概要 H26年度の取組内容

大規模事業の財源として借入を行う地方債を必要最小限の額とし、将来への大
きな負担を残さない堅実な財政運営を行います。

地方債の発行については将来世代が受益者となる設備投資等に限定し、プライマリーバラ
ンス（借金の借入れと返済を除いた、収入と支出のバランス）の改善に努めました。新規発
行市債が償還金を上回ることがないよう配慮しました

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

実施 継続 継続 継続
償還金（元金）

10
市政まなび舎の開催
（旧取組名　主要業務市長レクチャーの公開）

担当部署

情報課

取組の概要 H26年度の取組内容

各部の主要事業の内容を公開の場で市長に説明する主要業務市長レクチャー
を発展させ、市民の方々にも役所の業務や市政の課題等についての理解を深
めてもらうため開催します。

市政まなび舎を3回開催しました（第7回8/3（日）、第8回10/26（日）、第9回2/22（日））。
・第7回「コミュニティ活動事業費補助金」（たつせがある課）・「救急隊の活動」（消防署）
・第8回「市税について～みんなで学ぼう税のしくみ～」（税務課）
　　　　　「小中学校の施設整備～地域とともに歩む学校を目指して～」（教育総務課）
・第9回「長久手幸せのモノサシづくり～みんなでつくるみんなの幸せ～」（経営管理課）

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

実施 継続 継続 継続
第7回参加者 第9回参加者

第8回参加者

12 地方債の抑制
担当部署

財政課

Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目Ｈ24年度 Ｈ25年度

幸せ実感調査隊ミーティング開催回数

新規発行市債（歳入）

11 幸福度指標調査の実施
担当部署

経営管理課

取組の概要 H26年度の取組内容

新しい行程表の目標である「幸福度の高いまち＝日本一の福祉のまち」の実現
に向けて、その成果を確認していく新たな指標として「幸福度指標」の導入に向
けて、市民と行政が協働し、共有できる指標づくりに取り組みます。

・平成26年2月に実施した「ながくて幸せ実感アンケート」の結果から、長久手市の現在の姿について話し合うワークショップを開催しました。
・平成26年11月に開催された市民まつりで「あなたにとっての”幸せ”とは何ですか？」というテーマで市民まつり参加者のみなさんに書道をしてもらう
ブースを出店しました。
・平成26年12月に「ながくて幸せ実感アンケート報告書」が完成しました。
・平成27年2月に開催された第9回「市政まなび舎」で「ながくて幸せのモノサシづくり～みんなでつくるみんなの幸せ～」というテーマで、幸せのモノサシ
づくりのこれまでの取組結果とワークショップ形式でモノサシの使い方、活かし方を考えました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続
市民まつり参加者 市政まなび舎参加者

幸せ実感調査隊

4



数値 数値

数値 数値

53%

数値 数値

5回

リニモの集客力アップ
（長久手古戦場駅周辺の市街化整備）

担当部署

区画整理課

取組の概要 H26年度の取組内容

市のシンボルコアとなる長久手古戦場駅周辺の長久手中央土地区画整理事業
を円滑に推進するよう支援し、リニモ沿線をにぎやかにします。

・地域特性を生かした魅力あるまちづくりを行えるように、土地区画整理組合への指導・助
言及び国庫補助金の確保、市助成金の交付を行いました。
・区画整理事業としては、都市計画道路及び区画道路の築造工事、造成工事を行いまし
た。

継続 継続
事業進捗率

15
リニモの集客力アップ
（公園西駅周辺の市街化整備）

担当部署

区画整理課

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

14

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続

・『公園西駅環境配慮型まちづくり整備計画（平成26年5月策定）』に基づき、地区全体の
CO2排出量削減のため、面的な太陽光発電設備導入の検討を行いました。
・地権者・市民、商業事業者、行政の３者による検討会を開催し、『導入モデルに関する導
入計画構想』を策定しました。

公園西駅周辺地区のまちづくりのコンセプトである環境に配慮した低炭素型まち
づくりを実現します。

検討会開催

13 予算編成方法の見直し
担当部署

財政課

現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

準備・実施 継続 継続 継続

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目

継続 継続

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

取組の概要 H26年度の取組内容

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

H26年度の取組内容

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

取組の概要

各部へ予算枠を配分し、各部の予算枠内で各部長が査定する方式を導入しま
す。

平成27年度当初予算の編成においても、引き続き部配当・枠配当の仕組みを取り入れ、適
正な予算の配分に努めました。

年次計画

5



数値 数値

17件

数値 数値

5事業

数値 数値

17
決算書・経営改善意見書の公表
（リニモ）

担当部署

経営管理課

取組の概要 H26年度の取組内容

項目

継続
項目

継続 継続 継続 継続
掲載したリニモ関連イベント

現在の状況 H26年度の取組成果

16 温泉交流施設の集客力アップ
担当部署

長寿課

取組の概要 H26年度の取組内容

温泉交流施設及び田園バレー交流施設の活性化に向けて運営計画を策定し、
計画に基づき事業展開を図ります。

・平成24年度に策定した温泉交流施設等運営計画に基づき、平成25年度に温泉交流施設
において、順次改善の取り組みを実施しました。
・平成26年度は、開始した取組をさらに強化し継続しています。

Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目

実施 継続 継続 継続
継続取組数

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度

決算書・経営改善意見書の公表
（長久手温泉事業）

担当部署

長寿課

取組の概要 H26年度の取組内容

市民が長久手温泉事業に関心を持ち、話し合い、市の貴重な資産として利用促
進につなげられるよう、㈱長久手温泉の経営に関する情報発信を、可能な範囲
で積極的に行います。

平成24年度に行政課において定めた「第三セクターに係る情報の公開に関する要綱」に基
づき、第三セクターの情報公開を分かりやすく記載した様式を作成し、市ホームページに公
開しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続

市民が東部丘陵線（リニモ）に関心を持ち、話し合い、市の貴重な資産として利
用促進につなげられるよう、東部丘陵線（リニモ）に関する情報発信を強化しま
す。

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

・平成26年6月に決算報告が会社ホームページにて公表されました。
・リニモ関連イベントを随時、広報やHPに掲載しました。

年次計画

18

6



数値 数値

数値 数値

4基

数値 数値

60人 133人

72人

取組の概要 H26年度の取組内容

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

実施 継続 継続 継続
北のステーション部会延参加者

南の座談会延参加者

・北のステーション部会：地域独自の取組について話し合いを行ったほか、部会主催の地域イベントを11回実施した。（参加登録121人、イベント参加者
608人）
・南の座談会：地域の魅力や課題、ステーションに必要なこと、地域での取組について話し合いました。（参加登録38人）
・市が洞小校区では自治会連合会理事会に、上郷地区では3区長に共生ステーション設置に関する取組概要説明を行いました。

住民プロジェクト絆を推進するため、各小学校区に地域住民・住民団体・事業
者・行政が気軽に集まり、語らい、地域のために様々な取組みを行う拠点となる
施設をつくります。

取組の概要 H26年度の取組内容

公園樹木の落ち葉を市民が互いに協力しあい、市民が落ち葉を回収する体制を
整えます。

原邸公園内に4基の堆肥枠を設置し、近隣に住む農楽校OB（6名）に参加してもらい、落ち
葉回収、管理を行いました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

継続
項目 項目

準備 準備・実施 継続 継続
堆肥枠設置数

Ｈ27年度

H26年度の取組内容

関連各課の持つリストをデータ化及び共有化し、ボランティア活動に積極的に取
り組む人の登録を行います。

人材の発掘及び公表（見える化）の方法について検討を行っています。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

準備
項目 項目

準備 実施 継続 継続

西小校区共生ステーション協議会延参加者

取組の概要

21 地域共生ステーションの整備
担当部署

たつせがある課

20 公園樹木の市民管理制度の導入
担当部署

産業緑地課

19 ボランティア人材バンク制度の創設
担当部署

たつせがある課
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数値 数値

数値 数値

8団体 95人

14団体

数値 数値

307人 106人

4カ所
継続 継続 継続

市民ワークショップ延参加者 全体発表会参加者

先進地視察

協働まちづくり活動助成制度の実施
担当部署

たつせがある課

取組の概要 H26年度の取組内容

住民の企画提案によるまちづくり活動の事業経費の一部を助成します。

・協働まちづくり事業の助成（はじめの一歩助成、元気な地域づくり助成）を行いました。
申請件数26団体、交付決定件数23団体 （うち１団体は事業中止）
・6月15日に公開プレゼンテーション及び審査会を行い、助成団体を決定し、その後は事業担当課と協働して、助
成事業を実施しました。
・10月及び2月に、助成団体を始めとする市民活動団体同士が情報交換をする市民活動交流会を開催しました。

継続 継続
はじめの一歩助成 市民活動交流会参加者

元気な地域づくり助成

24 協働コーディネーター・まちづくりリーダーの育成
担当部署

たつせがある課

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

23

継続
項目

継続 継続

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

取組の概要 H26年度の取組内容

「新しい公共」を担う人材を育成するため、既存の協働に関するまちづくり連続講
座を継続します。また、次代のまちづくりリーダーを育成するため、市民が自発
的にカリキュラムを作り学ぶまちづくりリーダー塾を開設します。

・市民と市職員が地域のことを地域で考え地域で取り組む「新しいまちづくりの仕組み」をつくるため、若手市民と職員のチーム「なでラボ」を立ち上げ、
ワークショップ、先進地視察、まちあるきを実施しました。
・3月には、市民向けに全体発表会を実施し、1年の成果とこれからの活動について発表しました。今後は、自分たちが考えたプロジェクトを具体化、実
践していくとともに、「なでラボ」の自立に向けた仕組みづくりを行っていきます。
（参加登録　市民のべ41人、職員のべ18人　計55人）

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

実施

取組の概要

空き地・空き家・空き部屋の活用希望物件を公募し、登録リストを作成・公表して
利活用の促進を図ります。

空き家の利活用について調査・検討する県のワーキンググループに参加し、参加市町と空
き家の利活用に係る制度の検討を行っています。

年次計画

22 まちづくり活用希望物件登録リストの作成
担当部署

たつせがある課

現在の状況 H26年度の取組成果

準備
項目

準備 実施 継続 継続

H26年度の取組内容

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目
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数値 数値

3回 8%

72人

数値 数値

36点 90人

287点

数値 数値

4回 1回

1回

文化の家

取組の概要 H26年度の取組内容

文化の家の運営を、市民と行政が一緒に学びながら、企画・運営の課題を確認
したり、具体的な改善策を考え、文化施設の新しい運営形成に取り組みシビック
プライド（市民がまちに対して抱く愛着や誇り）の向上を目指します。

・文化の家をより知っていただくための舞台見学会を実施しました。
・住民参画プロジェクトの一環として「文化の家改修工事」について話し合うワーキンググループを開
催しました。
・文化の家の自主事業の客観的な評価のためモニター制度を実施しました。（12名エントリー）

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続
ワーキンググループ実施 各モニターの参加率平均

舞台見学会（8月15日）参加者

27 住民起業支援講座の開設
担当部署

産業緑地課

取組の概要 H26年度の取組内容

住民（高齢者を含む）に雇用の場をつくり起業を奨励するため、起業希望者を募
集し、起業支援講座を開設します。

・10月から1月にかけて、コミュニティビジネスに関する知識等を学ぶ講座を開催しました。
（全4回）
・2月22日に受講生8名が自らの事業計画を発表しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続
講座 個別相談会

事業計画発表会

26 男女共同参画プランに基づく女性の社会進出の促進
担当部署

たつせがある課

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

実施 継続 継続 継続
標語・川柳の応募（一般） ワークショップ延参加者

標語・川柳の応募（小中学生）

25 住民参画交流会議「夢さがし★発見★実現★文化の家プロジェクト」
担当部署

取組の概要 H26年度の取組内容

男女が性別にとらわれず、均等にその能力が発揮できるよう男女共同参画プラ
ンを改定し、特に女性の社会進出やまちづくりへの参加を促進します。

・男女共同参画施策の啓発のために標語・川柳の募集を行い、審議会で優秀作品を選考し、市民まつり等で公表しました。
・新規事業の男女共同参画プロジェクト「好きなことをカタチに」では、学びと実践を兼ねたワークショップを6回行いました。
・3月には、ワークショップメンバーが男女共同参画トークセッションのスピーカーとして登壇したほか、情報紙の企画・編集を行いました。今後も、市の施
策事業と協働しながらプロジェクトの内容を具体化し、実践していきます。（参加登録26人）
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数値 数値

2園

数値 数値

10人

数値 数値

45人

フラッグ２「あんしん」～助けがなかったら生きていけない人は全力で守る～

30 認可外保育施設への補助
担当部署

子育て支援課

取組の概要 H26年度の取組内容

生後6か月から3歳未満の児童が認可外保育施設へ月16日以上通所しているご
家庭に、継続的に保育料の一部を助成します。

・認可保育所の定員に空きがないため入所できない児童が認可外保育施設へ通所する際
の保護者の負担軽減と、児童福祉の向上のため実施しています。
・生後6ヶ月から3歳未満児の児童が認可外保育施設へ月16日以上通所している家庭に、
保育料の一部を助成します。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続
助成事業申請者数

Ｈ27年度

取組の概要 H26年度の取組内容

就学前人口の増加に対応するため、新たな保育園の整備・認可や既存施設の
改修など、安心して子育てできる環境をつくります。

・長湫北保育園移設新築工事設計業務委託の履行期間は、平成26年8月1日から平成27
年3月31日まででしたが、現在基本設計において、よりよい保育環境等緑地を含んだ敷地
全体計画の検討に時間を要したことから、履行期間を9月30日まで延長します。
・平成26年度中に、2つの認可保育園が開園しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目

準備 実施 継続 継続
認可保育園開園数

待機児童対策の一環として、市が指定する保育者が保護者に代わって保育者
の自宅等で保育を実施する「家庭的保育事業」を行います。

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

29 家庭的保育事業の実施
担当部署

子育て支援課

項目

取組の概要 H26年度の取組内容

待機児童対策及び少人数保育の実施のため、市が指定する保育士資格を持つ保育者
が、マンションの一室を利用して最大5人の0～2歳児クラスの児童の保育を市内2か所で実
施しています。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

準備・実施 継続 継続 継続
入所児童数（3月末時点）

28 保育園の新設・改修
担当部署

子育て支援課
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数値 数値

135件 16件

29件

数値 数値

457日

7,321人

数値 数値

108人

11人

継続 継続 継続
開室述べ日数

利用述べ人数

取組の概要 H26年度の取組内容

保護者が就労等で保育できない家庭の病児・病後児の保育を行います。
病児・病後児保育室は名古屋市名東区内の病院併設型として、病後児保育室は市内の保
育園併設型として平成26年5月にそれぞれオープンしました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

実施
項目

準備 準備 準備 実施
病児・病後児保育室（市外）利用延人数

病後児保育室（市内）利用延人数

取組の概要 H26年度の取組内容

家庭や児童、子育てに関する様々な悩みや不安の解消を目指し、相談機能を強
化します。

・18歳未満の子どものいる家庭の様々な不安や悩みについての相談を受け付けました。
・関係機関との連携および、関係機関の紹介を行いました。
・児童虐待に関する相談や通報に対応しました。
・DVに関する相談（緊急性に応じて、一時保護の依頼や施設入所の手続きも含む）を受け付けまし
た。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

継続
項目 項目

実施 継続 継続 継続
育児・発達相談 虐待通報・相談

DV相談

項目

33 病児・病後児保育の実施
担当部署

子育て支援課

Ｈ27年度

32 放課後子ども教室の充実
担当部署

子育て支援課

取組の概要 H26年度の取組内容

小学校の余裕教室を活用して、放課後の子どもたちの安心で安全な場所を充実
します。また、学びや遊びなどの活動を実施し児童が地域社会の中で健全に育
まれる環境づくりをします。

西小学校及び南小学校で、学びや遊び等の放課後の子どもたちの安心で安全な場所を充
実させるため、月4～5回、地域のボランティア講師による茶道教室や絵手紙教室などの体
験プログラムを実施しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続

31 家庭児童相談室の設置
担当部署

子育て支援課

11



数値 数値

数値 数値

70.50%

数値 数値

41名

取組の概要 H26年度の取組内容

ニーズ調査として、産前産後に関するアンケートを実施しました。853通配布し、601通回収しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

準備
項目

準備 実施
アンケート回収率

妊娠中及び産後に体調不良等で身内の支援が受けられない世帯の家事を援助
することで、健全な妊娠の経過ができ、産後は安全安心に育児に取り組めるよう
にします。

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

36 お年寄り見守りボランティアチームによる育児・保育支援
担当部署

子育て支援課

取組の概要 H26年度の取組内容

35 産前・産後ヘルパーの派遣
担当部署

健康推進課

多様な保育支援の一環として、多世代による「見守りボランティアチーム」による
育児・保育支援の仕組みを作ります。

・保育所の園児が地域の高齢者とともに「元気の出る体操」や「クーテシガーナ」を踊るなど交流を図
る地域交流事業「みんなでおどらっせ」を公立6保育園で実施しました。
・平成27年度からは、地域の高齢者等がこれまで培われたノウハウを活かして様々な活動のお手伝
いをしていただき、多世代交流を図る、地域交流事業「高齢者による見守りボランティア」として試行。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

実施
項目 項目

準備 準備 実施 継続
みんなでおどらっせ延参加者

34 市が洞地区学童保育所の新設
担当部署

子育て支援課

取組の概要 H26年度の取組内容

市が洞小学校区に新たに放課後児童健全育成施設（学童保育所）を建設しま
す。

平成27年2月の入札により施工業者が決定、平成27年度に完成予定です。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

実施
項目 項目

準備 実施 継続
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数値 数値

65人

177回

数値 数値

265人 2回

2回

数値 数値

7園

27人

取組の概要 H26年度の取組内容

すぎのこ教室で定期的に保育士の研修を実施して人的な専門性を高めるなど、
障がい児の保育園受入れの拡充を目指します。

・平成26年度から、新設の市が洞保育園、アスクはなみずき保育園、アートチャイルドケア長久手保
育園を障がい児保育対応園としました。
・心理士、作業療法士がそれぞれ年18回、言語聴覚士が年１２回、すぎのこ教室の運営や教室職員
及び保育園職員、また保護者の相談に応じました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続
障がい児保育対応保育園

すぎのこ教室通園児数

Ｈ27年度

利用回数

取組の概要 H26年度の取組内容

市民が地域で、ともに支え合いながら自分らしく安心して生活することができるよう、保
健・障がい・介護・子育て等の個別課題を総合的に進めるための計画を策定し、各施策を
進めます。策定にあたっては、可能な限り多くの市民、関連団体の関わりを大切にし、市
民が主役として携わることができるよう策定過程を重視します。

・策定委員会、庁内のプロジェクトチームを開催し、地域福祉計画を策定しました。
・策定された計画の発表、今後の事業推進のため講演会を開催しました。講演会：２回開催

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

継続
項目 項目

実施 継続 継続 継続
講演会参加者数 プロジェクト会議開催数

策定委員会開催数

37 ワンコインサービスの実施
担当部署

長寿課

Ｈ27年度

39 すぎのこ教室と保育園の障がい児受入れの充実
担当部署

子育て支援課

38 地域福祉計画の策定・各施策の推進
担当部署

福祉課

取組の概要 H26年度の取組内容

在宅の高齢者が抱える軽度な日常生活の困りごとを、100円または500円のワン
コインで有償ボランティアがお手伝いすることにより、住み慣れた地域で安心して
暮らせる環境を整えます。また、元気な高齢者が有償ボランティアを担うことによ
り、生きがいづくりの促進を図ります。

・平成25年6月から事業を開始し、平成26年度は、「電球の取替」や「庭の草取り」などを177件行いま
した。
・サービス提供者として登録している市民等向けの研修会を1回行いました。
・引き続き、サービスメニューの追加の検討や利用者やサービス提供者の拡大に努めます。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備・実施 継続 継続
登録人数
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数値 数値

25人

数値 数値

2事業所

5,265件

数値 数値

96人

5,032件

継続
項目

実施 継続 継続 継続
相談支援委託事業所

相談件数

取組の概要 H26年度の取組内容

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

実施 継続 継続 継続
日中一時支援事業利用実人数

延利用回数

障がい者等の一時的な見守りを行う日中一時支援事業について、利用時間を拡
大するとともに、利用者の自己負担分の見直しを行い、利用者の負担を軽減し
ます。

・障がい者等を一時預かりし、活動を支援するサービスを実施しています。
・平成２４年度から４時間以内であった支援時間を６時間以内、８時間以内と拡大し、長時間利用の
ニーズに対応できるように要綱改正しました。それに伴い利用件数が増加しました。
・新規事業者指定を行い、利用できる事業所が増加しました。

取組の概要 H26年度の取組内容

スロープ、エレベーターの設置など、北中学校を始め順次ハード面の改善を行う
とともに、専門的な知識、技能を有する人材の確保に努め、受入れ可能な障が
い児の拡充を目指します。

・障がいをもつ児童生徒が、特別支援学級や普通教室で教育を受けることができるよう、す
べての小中学校に学級指導補助員を配置しました。
・トイレ改修工事では、市内全ての小中学校に、車いすの方でも使用出来る多目的トイレを
新設しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続
学級指導補助員の雇用

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

42 日中一時支援事業の充実
担当部署

福祉課

項目

41 相談支援事業の充実
担当部署

福祉課

取組の概要 H26年度の取組内容

障害者自立支援法の改正により、サービス等利用計画書の作成が利用者全員
に必要となることや、24時間・365日対応可能な連絡体制の確保などが必要とな
るため、障がい者相談支援事業を拡大して実施します。

平成25年度から福祉の家に「障がい者相談支援センター」を設置し、市内2事業者に委託
して相談支援事業を実施しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

40 小中学校における障がい児受入れの充実
担当部署

教育総務課

14



数値 数値

1回

2事業者

数値 数値

1,428人

数値 数値

19人

0回

継続 継続 継続
講座受講延人数

45 徘徊高齢者家族の支援
担当部署

取組の概要 H26年度の取組内容

地域福祉計画に運営協議会の設置等を盛り込み、事業化への道筋をつけます。
・福祉有償運送運営協議会を開催し、登録事業者の更新等について協議会の合意を得ま
した。
・各事業者が必要な変更及び更新手続きを進めると共に事業実施を進めます。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

準備 実施 継続 継続
運営協議会（2月4日開催）

登録事業者数

Ｈ27年度

44 認知症サポーター養成講座の充実
担当部署

長寿課

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

取組の概要 H26年度の取組内容

認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を温かく見守る応援者を
養成するため、講師役であるキャラバンメイトとの連携を密にし、講座を充実しま
す。

・市内事業所より依頼があり、事業所内で実施しました。（4件）
・夏休みに子ども対象に福祉体験の一環で実施したり、県営住宅や「ザ和座話の会」など、市民向けに実地しま
した。
・徘徊高齢者捜索模擬訓練に向けて市民対象に3回実施、市内小中学生（小5年、中2年）を対象に各校で実施し
ました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

継続
項目 項目

継続

43 福祉有償運送の導入
担当部署

福祉課・長寿課

長寿課

認知症高齢者の家族支援の一環として、徘徊癖のある認知症高齢者や知的障
がい者等にGPS端末を貸与し、徘徊した際に探索し、保護します。また、地域包
括支援センター行方不明者高齢者ネットワークを活用し、協力機関に情報提供
して保護に努めます。

GPS端末の貸し出しを行いました。徘徊した際には、探索し保護を行います。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続
利用延べ人数

検索回数

取組の概要 H26年度の取組内容

15



数値 数値

4地区

数値 数値

70.7% 4園

32件

数値 数値

取組の概要 H26年度の取組内容

元気な高齢者を始め、誰もが年齢にかかわらず、健康で自分らしく暮らし続けら
れるよう、ボランティア活動を支援する仕組みを構築し、地域社会への更なる参
加を目指します。

ボランティアの活動内容、対象者、ポイント還元方法について検討しました

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

準備
項目 項目

準備 実施

取組の概要 H26年度の取組内容

母子保健法第13条母子保健法（昭和40年法律第141号）第13条により、支援の
必要な発達障がい児のスクリーニングにより、対象となる児童を早期に発見し、
就学への移行が円滑かつ適正にできるよう支援する体制を整備します。

・平成26年10月から事業を開始しています。
・5歳児の発達に関するアンケートを実施しました。755通送付し、530通の返却がありました。
・医師、臨床心理士によるすこやか発達相談を実施しました。
・電話による保健師相談を行いました。
・臨床心理士、保健師による園訪問を行いました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

実施
項目 項目

準備 実施 継続
アンケート返却率 園訪問

相談件数

48 地域福祉ポイント制度
担当部署

福祉課

47 5歳児健康診査の実施
担当部署

健康推進課

46 支え合いマップの策定
担当部署

福祉課

取組の概要 H26年度の取組内容

支え合いマップづくりをとおして、地域にどんな困っている人がいるのか、どのよ
うな人のつながりがあり、支え合いが行われているかを再確認し、地域の見守り
体制の充実を図ります。

・住民主体の助け合いのあり方への理解、マップづくりのねらいや初歩的知識の習得を図るととも
に、支え合いマップ作りを模擬的に実践することによる、問題解決の技術を習得するための講座を開
催し、16名が参加しました。
・その後、市内4地区において地域住民が集り、自分たちの地域のマップづくりを行い、地域の課題
の掘り起し、取り組みの検討を継続的に行っています。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

実施
項目 項目

準備 実施 継続
支え合いマップづくり取組地区

16



数値 数値

4回 約100人

3回

数値 数値

1回

数値 数値

44人

（30組織）

49 地域包括ケアシステムの構築
担当部署

長寿課

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続
MJM会議（自治会）開催回数

現在の状況 H26年度の取組成果

実施
項目

準備 準備 準備 実施
連絡協議会

運営委員会

50
ＭＪＭの推進
（Ｍ＝まちは　Ｊ＝自分で　Ｍ＝守る）

担当部署

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

H26年度の取組内容

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

講演会

取組の概要

市内の各福祉施設、地域包括支援センターに加え、市内の医療機関等とのネッ
トワーク化を進めることで地域の介護・保健・医療の連携をします。

・平成26年7月から長久手市医療・介護・福祉ネットワーク連絡協議会を立ち上げ、事業を開始しまし
た。
・連絡協議会、運営委員会の定期開催、電子＠連絡帳の導入し、多職種連携を推進しました。
・市民への周知のため講演会を実施しました。

年次計画

・今後の自治会MJM会議の運営について、会長の人選、会議のメンバー構成、防犯委員
について検討しました。
・来年度の長久手市市内一斉防災訓練の重点項目等について検討しました。
・長久手市内の防犯状況を踏まえその対策等について検討しました。

安心安全課

取組の概要 H26年度の取組内容

自助、共助による地域防災力を高めるため、自主防災組織の発足を促進させる
とともに、消防団経験者を活用したサポート体制を確立させ、災害時等における
応急対策の支援体制を確立します。

51 地震対策啓発講演会の開催
担当部署

安心安全課

取組の概要 H26年度の取組内容

住民対象の防災講演会を充実させます。また、地域の防災リーダーを養成する
ための講習会を開催します。

・長久手市内で自主防災倉庫が設置されている地区（44地区）の防災関係者（３０組織・４４人）に参
加いただき「自主防災活動の活性化」をテーマにグループで議論し、情報交換などを行いました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続
自主防災会報告会参加者
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数値 数値

8地区

数値 数値

2棟

52 自主防災用機材の貸与
担当部署

安心安全課

取組の概要 H26年度の取組内容

自主防災活動を支援するため、自主防災組織に防災倉庫及び地域の特性に応
じた資機材の整備を図ります。

地区の自主防災組織へ倉庫の設置・資機材貸与事業について今年度は、ほたるの丘、丘
の上、桃の木、パークスクエア藤が丘、けやき坂、武蔵塚、山越、長久手南の８地区に防災
倉庫を新規設置し、併せて防災資機材（地区の特性に応じて選択方式）を貸与しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続
新規倉庫設置・資機材貸与地区

53 防災備蓄倉庫の整備
担当部署

安心安全課

取組の概要 H26年度の取組内容

現在、市の防災備蓄倉庫は２ヶ所のみであり、大規模災害が発生した場合、市内の各避
難所へ食料や資機材などを迅速に届けることが困難な状況です。そこで、迅速に市内各
避難所へ資機材や食料等を運搬するためには、小学校区単位で倉庫を設置する必要が
あるため、各小学校区に１ヶ所の防災備蓄倉庫の整備を目指します。

平成26年5月末に県から発表された「愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測
調査結果」を受け、本市の被害予測に対する災害対応を含め、来年度完成予定の地域防
災計画改定時に、分散備蓄計画を明記した上で防災倉庫を設置することとなりました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続
市内にある防災備蓄倉庫の数
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数値 数値

5回

数値 数値

52件

237.72w

数値 数値

フラッグ３「みどり」～ふるさと（生命ある空間）の風景を子どもたちに～

項目

継続 継続 継続 継続
補助金交付件数

システム出力合計

取組の概要 H26年度の取組内容

環境に配慮した低炭素型まちづくりの方針に伴い、駐輪場をつくります。
長久手中央土地区画整理事業の事業進捗に合わせて駐輪場の整備工事を実施する予定
でしたが次年度に繰越し、引き続き整備工事をします。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続

取組の概要 H26年度の取組内容

公園西駅周辺地区のまちづくりのコンセプトである環境に配慮した低炭素型まち
づくりを実現します。

・『公園西駅環境配慮型まちづくり整備計画（平成26年5月策定）』に基づき、地区全体の
CO2排出量削減のため、面的な太陽光発電設備導入の検討を行いました。
・地権者・市民、商業事業者、行政の３者による検討会を開催し、『導入モデルに関する導
入計画構想』を策定しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

継続 継続 継続 継続

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

Ｈ27年度

56 駐輪場の整備
担当部署

都市計画課

55 太陽光発電システム設置補助制度の実施
担当部署

環境課

取組の概要 H26年度の取組内容

太陽光発電システムは温室効果ガスを排出しないクリーンエネルギーであるた
め、家庭などへの設置に対する補助を行います。

環境への負荷の少ない循環型社会に変革する環境保全意識の高揚を図るため、住宅用
太陽光発電システムを設置しようとする者に対し、予算の範囲内において交付を行いまし
た。
26年度交付実績：52件、3,917,000円

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

継続
項目

54
低炭素型のまちづくり
（公園西駅まちづくり事業）※取組項目15を再掲

担当部署

区画整理課

検討会開催
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数値 数値

数値 数値

数値 数値

2件

取組の概要 H26年度の取組内容

（事業完了）

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

完了
項目

準備 完了

59 地域や家庭の緑化支援
担当部署

産業緑地課

市内保育園に高木を植栽するなど、緑地化に取り組みます。

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

取組の概要 H26年度の取組内容

市内小中学校の緑地化に取り組みます。事業実施には、計画立案時から住民
の参加を求めるため、苗木、肥料等の消耗品など側面支援を行います。

小中学校の敷地には既に多くの樹木があり、樹木の育成の早さや樹形の広がりなどについていろい
ろな方々の意見を聞きながら樹種を選定し、植樹していく方法を調査・研究していきます。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目

実施 継続 継続 継続

取組の概要 H26年度の取組内容

ヒートアイランド現象の緩和と良好な生活環境づくりの促進を図るため、建築物
等の屋上及び壁面等の緑化を行う方に対して、費用の一部を補助します。

個人宅空き地及びマンション敷地内526㎡緑化に対し、3,000,000円を交付しました。
【内訳】個人宅102㎡,マンション424㎡

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続
あいち森と緑づくり事業交付金

58 保育園の緑化
担当部署

子育て支援課

項目

57 小中学校の緑化
担当部署

教育総務課
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数値 数値

139種

323種

数値 数値

94本

数値 数値

取組の概要 H26年度の取組内容

だれもが気軽に利用できる公園をつくります。
・中央地区１号公園、中央地区２号公園について、長久手中央土地区画整理事業の事業
進捗に合わせて公園の整備工事を実施します。中央地区2号公園については繰越し、引き
続き整備工事をします。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続

現在の状況 H26年度の取組成果

継続
項目

実施 継続 継続 継続
動物の種類数

植物の種類数

62 公園の整備
担当部署

都市計画課

H26年度の取組内容

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 項目

取組の概要

第3次環境基本計画の3つの柱の一つ「多様な生物が人と共存する自然共生社
会の構築」を目指し、市内の自然環境データを蓄積します。

重点調査箇所（大草丘陵）について、希少種等の生息生育状況の追跡調査を実施しまし
た。
（調査対象は、植物、動物（ほ乳類、鳥類、両生類、は虫類、魚類、昆虫類、水生生物））

年次計画

61 街路樹再整備の実施
担当部署

土木課

取組の概要 H26年度の取組内容

60 自然環境調査の実施
担当部署

環境課

県道田籾名古屋線については、長久手市役所の前面を通過する重要な東西線
となっており、長久手市の顔となる路線であることから、現在の植栽の再整備を
行い、市のイメージアップを図ります。

県道田籾名古屋線の歩道再整備を行いました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

実施・完了
項目 項目

準備 実施 継続
植樹
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数値 数値

数値 数値

数値 数値

65 緑道の整備
担当部署

都市計画課

取組の概要 H26年度の取組内容

長湫南部土地区画整理地内に、既存の森を活かし、季節感にあふれた雑木林
風の植栽を実施し、うるおいに満ちた緑道をつくります。

（事業完了）

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

完了
項目 項目

実施

63 児童遊園の整備
担当部署

産業緑地課

取組の概要 H26年度の取組内容

子どもが身近で遊べる健全な遊び場を確保します。 （事業完了）

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

完了
項目 項目

実施 継続

64 里山の保全・活用
担当部署

産業緑地課

取組の概要 H26年度の取組内容

里山の保全・活用を推進する「長久手里山プラン」を策定し、市民協働による保
全活動や環境学習にて手入れの行き届いていない里山林の活用を図ることに
よって、里山里地の持つ公益的機能の発揮を促します。

山林地権者への里山林健全化整備事業の説明。協力要請や事業計画書の作成を行いま
した。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

準備
項目 項目

準備 実施
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数値 数値

-

数値 数値

5回

数値 数値

3団体

1校

68 地域文化活動の支援
担当部署

生涯学習課

取組の概要 H26年度の取組内容

地域文化活動の新たな活動団体を発掘し、支援・育成することにより地域文化
の保存に努めます。

・前熊古典芸能保存会、長湫警固祭り保存会及び上郷警固祭り保存会へ補助金による支
援を行いました。
・東小学校3年生が授業において、ザイ踊りに取り組みました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

継続 継続 継続 継続
補助金支援
ザイ踊りの取り組み支援

67 生活道路の整備
担当部署

土木課

取組の概要 H26年度の取組内容

安心・安全な歩行者動線の確保を目指した歩道設置などにより車両の通行を制
限した生活道路を整備し、市民が安心してウォーキングやジョギングを楽しむ場
をつくります。また、狭隘道路をはじめとする生活道路にかかる課題解決を地域
住民と協働で進めます。

岩作市街地地区在住の住民を対象に、岩作市街地地区まちづくり推進会議を平成26年9
月から2月まで計5回開催しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

実施
項目 項目

準備 準備 準備 準備
まちづくり推進会議開催

66 緑地の整備
担当部署

産業緑地課・土木課

取組の概要 H26年度の取組内容

本市の東西を横断する香流川に、連続する遊歩道や緑地を整備することによ
り、緑のネットワークの骨格を形成し、住民の憩いの場として提供します。

・香流川を横断する県道瀬戸・大府線との接続方法について、県と調整を行いました。（産業緑地課）
・香流川整備基本構想を具現化するために、委員会の立ち上げ、平成２６年３月に第１回、６月に第
２回、９月に第３回検討委員会を開催しました。委員会の意見に基づいた整備計画をもとに、重点地
区の実施設計を実施中です。（土木課）

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 実施 継続 継続
整備計画策定
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数値 数値
市内9か所 市内33か所

1回

数値 数値
1,745人 70人

346人

69 文化芸術施設のネットワーク化
担当部署

文化の家

取組の概要 H26年度の取組内容

文化の家、中央図書館、大学、博物館、美術館など官民の文化芸術施設をネッ
トワーク化し、情報の共有化や事業の連携を図ります。

・7月19日～7月31日に「おんぱくinまちなか」（文化の家、あぐりん村、福祉の家、モリコロパーク、リニモ車内、アピタ、平成こども塾、たいようの杜、中央
図書館、共生ステーション）として、まちなかで演奏家がパフォーマンスを繰り広げました。
・9月27日に愛知県立芸術大学と連携して長久手市長賞披露コンサートを行いました。
・10月4日～10月19日にアートフェスティバル(文化の家、中央図書館、県芸大、名都美術館等 市内33か所）にてアートの展示を行いました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備 準備 実施 継続
おんぱくinまちなか アートフェスティバル
市長賞披露コンサート開催

70 アートマネジメントによる地域の文化リーダーの育成
担当部署
文化の家

取組の概要 H26年度の取組内容

アートマネジメントによる地域の文化リーダー育成の種を撒くため、「ながくて
アートフェスティバル」や「おんぱく」を開催します。

・「おんぱくinまちなか」として、　これまで劇場内のみで行ってきたものを、愛知県立芸術大学、名古屋芸術大学
と連携し、市内９カ所でパフォーマンスを繰り広げました。
・企画段階から学生ボランティアを多く参加させたことにより、将来の文化リーダーの育成に寄与しました。
・「ｱｰﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」では、ｱｰﾃｨｽﾄ自らが実行委員となり、企画運営を行うことにより、将来の文化リーダーの育成
に寄与しました。

年次計画 現在の状況 H26年度の取組成果
Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

継続
項目 項目

準備・実施 継続
おんぱくinまちなか（市内9カ所）来場者 ボランティア参加者
おんぱくin文化の家来場者
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